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11月の人口の動き

出生男29女19計48
死亡〃22同29／z51
転入／／41z／46〃87

転出／／57同66ダL23
世帯数10．053（前月＋2）

人口42．706｛前月－39）

男20．455女22．251

耀動の測晋吋

　

大野盆地に新年のひざしが静

かにふりそそぐ。1972年の朝が

明けた。躍動の朝明けだ。

　

゛ダム建設、それには男性のたく

ましさがあり、満面に水をたたえた

人造湖には、女性のやさしさと深い

愛が感じられる。

　

現在、下若生子の地に真名川ダム

の建設が進められている。洪水調節、

かんがい、発電をねらいにした多目

的ダム。総事業費は約180億円。

　

昭和51年3月には、近代工学の枠

を集めたアーチダムが完成し、延々

12キロむにわたる人造湖を出現させ

る。真名川ダムは、私たちを災害から守

ってくれるばかりでなく、自然美と人工

美が織りなす景観は、新しい観光地とし、

て脚光を浴びるだろう。また、ダム沿いの

付け替え道路は、北陸と東海地方を最短

距離で結ぶ大野・暴保線の国道昇格を早

めるものとしても、大きな期待が寄せら

れている。（写真は上若生子よりダムサ

イトを望む）
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1972年の新春を市民のみなさんとともに迎えましたこ

とは、喜びに堪えません。

　

昨年は、農業の不振に加えて繊維産業も不況に見まわ

れ、当市の基幹産業はかってない苦境に立だされました。

しかし、この時こそ大野人特有の「ねばり」を発揮して、

力強く不況を克服していかねばなりません。これもまた、

過去の歴史が証明しているように、新しい時代へ飛躍す

る試練とも言えましょう。

　

市政におきましても、これらに対処するとともに住み

よいまちづくりのため、社会資本の充実と福祉の向上に

全力をあげる所存であります。

　

ことしは、さらに道路網の整備、圃場整備事業、都市

計画事業、教育施設の整備など市の改造ともいうべき大

野市発展の確固たる基盤を築き上げる考えであります。

一方、児童・老人の福祉対策や交通・公害など当面する

諸問題にも力を入れ、物心ともに豊かな郷土を建設する

ため、決意を新たにして取り組む覚悟であります。みな

さん方のなおー層のご協力をお願いします。

　　　　　　　　　　　

大野市長寺島利鏡

　

1972年の新春をみなさまとともにお迎えしました

ことを、心からお喜び申し上げます。

　

さて昨年は、公害、ドノレショック、繊維規制、中国

の国連加盟、沖縄返還問題等、政治●経済・文化の各

般にわたり、国をあげての大きな問題に明け暮れ、

わが大野市におきましても、直接、間接にその影響

を受け、今もなおきびしい状態が続いております。

　

1972年は、ねずみの年であります。ねずみは十二

支の筆頭であり、これにちなんだ話はたくさんござ

いますが、同ねずみ算、のたとえのごとく、拡大と

繁栄を表わし、限りない発展を意味しています。

　

この年こそ大野市も財政再建団体から脱皮して、

一大飛躍の年にしたいものと思います。

　

私たちも微力ながら市政伸展のため最大の努力を

傾注する所存であります。

　

市民のみなさまの倍旧のご指導とご協力をお願い

いたし、新年のごあいさつといたします。

　　　　　　

大野市議会議長石田善徳
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除雪に785万円を追加

12月定例市議会

　

第129回定例市議会は、12月15日から22日まで開かれ、「昭和46年

度一般会計補正予算案」など16議案を審議し、15議案を原案どおり可

決・同意●決議しました。45年大野市歳人歳出決算認定についての議

案は特別委員会（委員長笹島真一氏）を設け、継続して審議すること

にしました。可決されたおもなものは次のとおりです。

◇…一般会計補正予算

　

歳入・歳出にそれぞれ7．694JJ’3．000円

を追加し、予算総額は16億6．383万9．000

円になりました。補正されたおもな内容

は…【総務関係】人事院勧告による職員

給与の改正など人件費の追加3．707万円。

　

【福祉】1月1日から実施される児童手当

　

（対象児童391人）に234万円●私立保育

所の委託料663万円。六呂師保育所の電

話取付け費13万円。単価増による生活保

護費の追加274万円。

　

【農業】農産物安値補てん、農地の流動

化促進をねらいに昨年8月発足した県農

業公社基金の当市分の出資金142万円。

　

富田農免道路事業に604万円。農村工

業導人事業の調査費に59万円を追加。

　

【土木】除雪費の追加785万円●二番、

七間東、高砂町などの市道融雪工事の補

助金196万円。

　

【商工】繊維不況対策を中心にした商工

業への融資ワクを増すため、県信用保証

協会への出損金121万円を追加。小池観

光道路の用地買収費30万円など。

◇…東中●吉間を来年度で舗装

　

農免道路事業で新設した東中・森山開

（通称中道）のうち、東中・占の間1，060

mの舗装事業を、市営土地改良事業とし

て来年度実施するため、議決を得ました

◇…公平委員に斎藤さん

　

現公平委員の泉泰法さんが退職された

ため、後任委員に斎藤斉一さん（下舌、

57歳）を選任することについて、議会の

同意を得ました。

市道の融雪を促進

工事費の約40窃を補助

　

市は、市道の融雪を促進するため「大

野市融雪装置設置事業補助金交付規程」

をつくり、事業を行なう団体に対して、

予算の範囲内で工事費の40ぷ以内の補助

金を出すことにしました。この規程は現

在、県道、商店街などによって異ってい

る融雪装置の各戸負担をなるべく公平に

するねらいも含んでいます。

さらに、補助対象とする事業には次の条

件をつけて、地下水の保護や消防水利の

確保にも気を配っています。

　

①地下水を使う場合は、被圧水帯（地

下30似以上）から取水し、さく井工法と

すること。②消防ポンプ自動車の吸水装

置をつくること。

　

補助金の額は、予算の制限もあります

ので、次の基本額以内であります。

　

①市道は40窃。回県道は地元負担金の

20窃。③商店街は市20窃、県20窃。

46年の市政縮図

ことしも力強く前進を

　

名づげて市政縮図。昭和46年のおもな

できごとをあげて、みなさんと回顧して

みましょう。

〔2月〕［〉1日、大野市森林細合発足。

r＞i4日、市議会議員選挙執行。

〔3月〕［＞31日、庄林・阿難祖の両分校

が廃校。［〉31日、有終●小山●下庄●乾

側の4中学校が廃校。

〔4月〕［〉1日、陽明・開成の両中学校

が誕生。［〉1日、林業構造改善事業に着

手。［〉10日、北部土地区画整理事業に着

手。［〉11日、知事●県議会議は選挙執行。

［〉13日、新嘗祭供御献穀田の胴耕始まる○

〔5月〕に〉1日、巾民相談室を新設。［〉

珀［：八奥越高原牧場の開場式。［＞19日、

出吋児童館が完成。［＞21日、野外活動セ

ンター奥越青少年の森起工。

〔6月〕レ27日、参議院通常選挙執行。

〔7月つC〉8［：｜、県防災総合訓練開く。

［〉10日、巾営葬斎場完成。じ〉12ロ、広域

市町村圏の指定受ける。

〔8月〕レ2［：1、陽明中の新築工事起工。

≫6日、交通事故非常事態を宣言。［＞22

日、上庄地区県営旧場整備事業始まる。

て10月］［〉1日、老人医療費の助成制度

発足。［〉下旬、公共下水道の基本計画（試

案）まとまる。

〔日月〕［〉3日、富田公民館が文部大臣

賞を受賞。［＞4日、新用途地域の改定案

まとまる。［〉30日、し尿処理場の増設工

事完成。

〔通年してムjD中学生徒の机といす更新

完了。市道17，000あを舗装。

－£鑓秦

⑧

荒島神社の

　

主神

　

佐開にある荒島神社は
もののべ物部氏の祖先をまつっ

たといわれる式内社で

す。

神社の主神は、釈迦如来

　

（縁起では聖観音）の仏

頭です。作者は不明です

が鎌倉時代の作で、中国

から伝わった清涼式彫刻

であると判定されていま

す。ヒノキの寄木造りで顔面と後頭部

にわかれます。人間味豊かな深ぼりの

お顔は、拝する者をこうこつとさせま

す。昭和46年2月市の文化財に指定。

　

大和町の神明神社に、荒島旧宮縁起

という古文書が残っていますが、それ

によると、奈良時代に行

基が浄定行者とともに、

飯降山で270余体の仏像

を刻み、その中の丈六の

　　　　

ぼさっ聖観ほ音菩薩を荒島山に

安置したとあります。

　

ところが、文明13年（

1481）に、なだれで七間

四面のお堂とイムさまが谷

底へ流され、この仏頭だ

け柚

されたのだと伝えています（写真は荒

島神社の主神、釈迦如来の仏頭）
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主要道路は2車線を確保
雪害対策計画まとまる

　

大野市雪害対策協議会が12月6日市役所で開かれ、総合的な雪害対策

計画をまとめました。この計画は「雪害から市民生活を守る」ことが目

的で、除雪●交通・消防・清掃対策など11項目からなっています。雪害

を最少限にくい止めるため、みなさんの格別なご協力をお願いします。

除雪対策

　

国・県・市道とも積雪15節から除雪作

業を始めます。積雪が70拡以上で、さら

に1日の新積雪が30拡以上の場合は、民

間の機械も借り上げ、万全を期します。

○…除雪順位第1次路線＝市道では、

バス路線と国・県道に通じる路線（延長

約35゛。m）で、特別な降雪以外は常に交

通を確保し、幅も2車線にします。

　

国道では、157●158号線の全線（市域

内）。県道では、武生・大野線の元町一城

町間、大野・墨俣線の弥生町一五条方間

南六呂師・大野線の六呂師一本町間。

　

第2次路線ニニ市道では通学道路と第1

次以外の主要連絡線（延長約70九ぷ；）で

常に交通を確保し、幅は1車線以上とし

ます。

　

第3次路線こ市道では第1次、第2次

以外の路線（延長約100゛。似）で、幅は

1車線とします。

○…雪捨て場所

　

真名川中保の富田大橋左岸上流付近

　

赤根川大橋の右岸上流付近。

　　

同城町の右岸堤防付近。

　

木爪川中荒井の六呂師線（県道）と

　　　　　

の交点の右岸上流付近。七間

　　　　　

線（市道）との交点の右岸上

　　　　　

流付近。

　

清滝川東中の左岸上流付近。

　　

／／新在家橋の左岸上流付近。

交通対策

　

交通を確保するため、主要道路を中心

にした交通規制、指導取締りを強化しま

す。特に12月16日から3月15日までは一

方通行、駐車禁止などの規制が多くなり

ますので、標識を確かめてください。

消防対策

　

冬季間は火災が多く、その上足場の悪

いことから焼死者をだす恐れや延焼を招

く恐れがあります。火の元には細心の注

意を払いましょう。

　

また、消防水利を利用して融雪する場

合は、雪を細く伜き、流れをせき止めな

いようご注意ください。

処理能力が倍増

し尿処理場の増設工事完成

　

し尿処理場の増設工事が11月末完成、

12月初めから運転を始めました。

　

近年、し尿の処理量がふえたため、45

年11月から、事業費6．500万円をかけ、

増設工事を進めてきたものです。

　

増設したのは、貯溜槽、消化削、ガス

タンク、汚泥処理装置、配管、電気設備

など一式で、処理能力は1日27％尽から

54殆喘に倍増され、全市民のし尿を処理

できます。しかし、細菌培養など処理方

式の関係から、フノレ運転するまでには、

少‘7の日数がかかります。

　　

（写真は増設した消化槽、右側）

清掃対策

　

ごみ収集は、除雪計画と合わせて、定

例日の収集に努めますが、降雪時は次の

ことにご協力ください。

①車の待避所のある収集場所へ持ち出す

②特に雪の多いときは、スピーカーなど

で呼びかけますので、収集車まで持ち出

す。

③営業などで一度に多量に出るごみは、

各自が焼却場まで運ぶ。（持込料を免除）

地下水に危険信号

ムダ使いをなくそう

　

12月にはいって、日吉町、高砂町、春

日1●2丁目を中心に、かなり広範囲にわ

たって井戸水がかれるという、これまで

にない事態が発生しました。

　

市の調査では、水がかれたり、細くな

った戸数は192戸に及びました。

　

その原因は、道路や屋根の融雪による

一時的な大量のくみ上げや、工場●家庭

での地下水使用：欧が増大したものと考え

られます。

　

根本的な解決策は、上水道を建設する

ことですが、当面は回覧でお知らせしま

したように地下水の使用を節約すること

で、被害を最少限にくい止めなければな

りません。

○水はみんなの財産です。

○地下水にも限りがあります。

○出し放っしをやめ節約しましょう。

　

市では、今後も必要に応じて、融雪装

置の管理者や関係区長さんらと相談して

地下水保護対策をとっていきます。

　

来年度は、ボーリングによる水源、水

量の調査をし、上水道の全体計画をつく

る予定です。

雪おろし賃金2．700円…職安が労務者を紹介

　

市雪害刻策協議会は、今冬の屋根雪お

ろし賃金を1日2，700円と決めました。

実働8時間、男女とも同じでまかない込

みの賃金です。

　

なお、大野公共職業安定所では、民間

除雪協力員を確保して、除雪労務者を紹

介しています。ご希望の方は、その日の

2日前までに住所、氏名、求人数、日数

と除雪の範囲や就労時間などを書いて、

安定所へお申し込みください。

　

緊急の場合は、前日の午前中までに電

話（6－2．408）または口頭でお申し込み

ください。

除雪器具は本人が持参します。作業にあ

たっては、危険のないようご配慮をお願

いします。
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市職員採用試験のご案内 申込みは1月18日までに

　

市は、市職員採用候補者試験を次のと

おり行ないます。

【採用予定人員】事務職員3人、土木技

術職員1人、保ほ3人。

【受験資格】①学川は問わないが高卒程

度以上の学力が必要。②昭和22年4月2日

から昭和29年4月1日までに生れた者。

③性別は問わない。

【試験の方法】①第1次試験＝教養試験

と作文試験。土木技術職、保ほの志望者

には作文の代わりに専門試験を行なう。

②第2次試験＝第1次試験の合格者を対

象に、口述試験と身体検査。

【試験の日時と場所】第1次試験＝1月

24日午前9時から市役所で。

【受験手続】市役所庶務課に備えてある

所定の申込書に必要事項を記人し写真を

はって同課へ提出する。写真は、上半身、

正面向き、脱帽、たて6×横4．5r、前

3ヵ月以内に写したもの。受験手数料は

200円。受付は47年1月5日から1月18日

まで。

咀目馴部

吻…工業統計調査などにご協力を

　

工呆統計調査、工業実態基本調査が、

いずれも46年12月31日現在で実施されま

す。前者は全［司の製造業に属するすべて

の事業所を対象に、後者は全国の製造業

に属する企業のうちから通産大臣が選定

した企業について調査します。

　

知事から任命された調査員が、調査票

を持ってお願いに伺いますから、ご記人

のうえ指定の期日までに提出してくださ

l＾o

　

これらの調査は、統計法によって統計

の目的以外にはいっさい使われません。

‐…国民健康保険についてのお願い

　

○被保険者の資格がなくなったとき

　

世帯の全員が社会保険に加人した場合

または転出届けをするときは、被保険者

証（保険証）をお返しください。

　

○世帯員が一部異動したとき

　

世帯員のだれかが、転出・転人したり、

他の保険に加入または脱退したときは、

国民健康保険の保険証をお持ちの上、14

日以内に届け出てください。加人・脱退

のときは社会保険の保険証も必要です。

　

C市内転居のとき

　

転居届けをするときは、保険証をご持

参ください。

　

手続きはいずれも市民課で行ないます

吻…新用途地域（案）を縦覧

　

新しい用途地域の最終案がまとまり、

次のように縦覧する予定です。ご意見の

ある場合は縦覧告示の期間中、市長あて

に意見書を提出してください。

　

縦覧の期間1月17日～1月30日

　

縦覧の場所市役所都市計画課

吻…源泉還付の申告書は1月中に

　　　　

国税の証明は混雑しないうちに

　

2月16日から3月15日までは、所得税

の確定申告時期にあたり、税務署は納税

者がこられて大変混雑します。そこで次

のことにご協力ください。

①源泉徴収された税金が納めすぎとな

つた方は、還付を受けるための確定申告

書をなるべく1月中に捉出してください。

2月以後では、支払いが遅くなります。

②国税の納税証明は、2月中句までか、

のぼせるものは4月以後にしてください。

伊藤さん（泉町）ら84人

　

民生委員決まる

　

民生委員の委嘱状伝達式が12月14

ロ市役所で行なわれ、伊藤繁さん（

泉町）ら84人に、市長から厚生大臣

の委嘱状が伝達されました。

　

民生委員は、各担当区域において、

身体的、経済的に恵まれず保護を必

要とする人たちの相談にあたり、生

活保護や施設の人所など適切な措置

が受けられるよう指導します。同時

に児竜委員も兼ね、児童の保護、保

健についても指導されるなど、地域

社会の福祉向上のにない手として活

躍されます。

スマイル

コーナー

　　　　

新年

　　

チュウ心よりお祝い

　　　　　　　

申しあげます

　　　　　　　　　

一一ネズミ族市吊相1一圓戈幸

冒…季節的失業保険受給者の不正は？

　

大野公共職業安定所では、季節的失業

保険受給者の不正受給者を、徹底的に摘

発し、就労不申告者や賃金・日数の水増

し、架空名儀など悪質な不正に対しては

行政処分ばかりでなく、告発し公表する

方針です。事業主、労働者、市民のみな

さんがたのご協力をお願いします。
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市政大野 （目で見る市の財政）

　

1972（昭和47年）
1．1（1）

酢遊公濃

　　

「財政状況の作成および公表に関する条例」に基づ

き、昭和46年度予算の11月末日現在の執行状況を公表

します。市の財政がどのように運用され、みなさんが

納められた税金がどのように使われているかを知って

いただくために作成したものです。

人口42，706（昭和46年11月30日現在）

　　　　

42，241（昭和45年国勢調査）

世帯数10，053（昭和46年11月30日現在）

　　　　

10，092（昭和45年国勢調査）

面積541．66平方キロメートル

昭和46年度一般会計予算執行状況 予算額一単位千円

（）内は収入・執行率
　　　　　単位千万円

科目

ト

税

地方交付税

国庫支出金

ド支出金

諸収人

●。・

ト9
｜使用料及手数料

｜自動車取得税交付金

｜分担企及負担金

lw付金

　交通安価僅特別交付金｜

財産収人

　予備費｜
労働費

災害復旧費

議会費

商工費

消防費

衛生費

繰上充用金

公債費

農林業費

民生費

総務費

土木費

゛育゛｜

予算の構成比（％）

総額15億8689万6000円

歳人

歳出，



市政大野 （目で見る市の財政）
1972（昭和47年）1．1 （2）

特別会計予算執行状況

単位＝千円

各会計とも

上段＝歳人
下段＝歳出

国民健康保険事業（予算302，024）

五箇診療所

　

（予算2，019）

簡易水道事業

　

（予算5，235）

食肉処理場事業（予算3，640）

南部土地区画整理事業

　

（一予算6，300）

北部土地区画整理事業

　

（予算62，183）

公団分収造林事業（予算10，781）

収人済額

執行済額

市税の状況単位＝千円

予
算
額

調
定
額

罷
人
済
釦

市税の構成比

総額

503，846千円

　

100％

一時借人金の状況

現在、一時借人金はありません。
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